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始め(スタート)こそが大切 

校長  米田 学                             

 今年度が始まり、４月も残り１週間となりました。ご存知のとおり、来月には新型コロナ感

染症の分類上の扱いが変わり、緩やかながらも、数年前までの生活が戻りつつある明るい兆し

が見えてきました。これまでのコロナ禍による困窮や生活の変化は様々でした。しかし、それ

らすべてを負の経験として捉えるのではなく、苦しい時期を乗り越えてきた工夫や実践を正

の財産と捉え、今後のより良い学校生活や日常生活のために活用していきたいものです。 

今年度も甲田小学校は「学びづくり・心づくり・体づくり」の３づくりと「どうすればでき

るか」を合い言葉に、教職員が一丸となって教育指導・教育支援を展開してまいります。よろ

しくお願いします。 

 

 さて、この４月も残りわずかとなりましたが、１年間を、始め（スタート）、途中、終末（ゴ

ール）の３段階と考えれば、夏前までの４月や５・６月などの期間は、「始め（スタート）」

に位置付けられると思います。 

 もし、１年間の中で「この３段階のどれが最も大切か」と問われれば、皆さんはどう答える

でしょうか。おそらく、その答えは様々で、そのどれもが正解で大切でありましょう。 

 しかし私だったら、「始め（スタート）こそが一番大切だ」と答えます。 

 コマを回すイメージをしてみてください（指先につまんでコマを回すイメージです）。 

 回転させる力が弱いとうまくコマは回りません。ところが、指先にエネルギーを蓄えて意識

を集中させて力強く回すと、軸が安定し、勢いよく回り出します。スタートがうまくいって一

旦回り出すと、何もしなくてもコマは回転し続けます。 

 これは、「始め（スタート）こそが肝心だ」ということを表しています。そして、その「始

め（スタート）には大きなエネルギーが必要だ」ということも表しています。 

 ですから、私たちが何か物事に取り組むときには、スタートするためのエネルギーをしっか

りと蓄え、気持ちを集中させ、スタートをしっかり乗り越えることが大切です。それができれ

ば、あれこれ手を加えなくとも、物事は円滑に流れていくのだと思います。 

 私は、学校の様々な教育活動がそれに当てはまるのではないかと考えています。また、学校

の姿のみならず、日常や人生のありとあらゆることに通じることだとさえ思っています。 

 児童や教職員が、まずは１日のスタートの「朝」、毎日の「授業や諸活動のスタート」に意

識を集中させる。そして１週間の始まりの月曜日、更には年度始めの夏までの期間を大切に

し、力を発揮することができるよう、しっかりと学校経営を進めてまいりたいと考えていま

す。 
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 ４月７日（金）、入学式を行いました。はじめは、緊張気味の 

新入生でしたが、担任の先生に名前を呼ばれたときには、はきは 

きと返事をするなど、元気な姿を見せてくれました。そして、し 

っかりと話を聞き、指示に従って落ち着いて行動する姿はとても 

立派でした。 

新入生の入場を花のアーチや大きな拍手で迎えたり、６年生代 

表の佐藤いろはさんが歓迎の言葉を優しく発表したりと、１年生 

の入学を祝う気持ちが感じられ、心温まる時間となりました。 

このような心の交流が、いつも感じられるような甲田小学校に 

していきたいと思います。 

 

 １３日（木）、駅前交番の相馬署長さんや交通安全指導員の山田さんたちにご協力をいただき、

交通安全教室を行いました。低学年は、実際に校外に出て、歩道の歩き方や交差点の渡り方の練

習をしました。高学年は、校庭の疑似コースで自転車に乗って、交通ルールやマナーを確認しま

した。子どもたちの安全を守るために丁寧に指導していただき、とても参考になりました。  

学校では、交通安全教室終了後から、おうちの方の許可のもとで、自転車に乗ることができる

こととしています。（低学年は、保護者と一緒の時だけにしています。）おうちでも、子どもたち

の命を守るために、交通安全について、時々お話をして下さるようお願いします。 
 

 今年も「チーム甲田小」として、様々

な立場の方に、子どもたちの活動を支

援していただいています。 

西村 勝文先生

  第２０代甲田小学校校長。毎週水

曜日、高学年の理科の学習支援をし

てくださいます。 

斎藤 誠子先生

  今年も、授業やクラブ活動で、子

どもたちの外国語の学習支援をし

てくださいます。 

エンジェル・デルガド先生（ALT） 

  今年も、月１回、楽しい活動を通

して、子どもたちに英語を分かりや

すく教えてくれます。 

工藤 弘幸先生

月１～２回来校。お子さんのこと

で相談等がありましたら、学校まで

お知らせください。 

金澤 真由美先生

午前中、低学年を中心に学習や生

活の支援を行います。 

楠美 孝子さん

  校内環境衛生の仕事や学校業務

の補助を行います。 

山田 由美子さん（給食配膳員） 

  学校給食の準備や後片付けをサ

ポートします。 

 

１日（月）学校生活アンケート 

諸費引落日【４月分①】 

２日（火）児童朝会 

３日（水）憲法記念日 

４日（木）みどりの日 

５日（金）こどもの日 

８日（月）諸費引落日【４月分②】 

      教育相談週間（～12日） 

      たてわり清掃班組織会 

      心電図検査（１年） 

９日（火）全校朝会 

      体育デーダンス講習会（６年） 

１０日（水）尿検査③ 

１１日（木）月例テスト（国）、午前学習 

１２日（金）月例テスト（算）、委員会活動 

１５日（月）耳鼻科健診 

１６日（火）児童朝会 

１７日（水）スクールカウンセラー来校日 

１９日（金）クラブ活動 

２３日（火）音楽朝会 

２５日（木）運動会予行練習 

２６日（金）委員会活動、着衣泳（５年） 

２７日（土）運動会 

２８日（日）運動会予備日① 

２９日（月）振替休業日 

諸費引落日【５月分①】 

３０日（火）耳鼻科健診、運動会予備日② 

３１日（水）スクールカウンセラー来校日  

 

 


